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第３６２回矢板市議会定例会に提出いたしました議案について、提案の理由を 

御説明申し上げます。 

 今回の定例会に提出いたしました議案は、市長の専決処分事項承認１件、補正予

算２件、条例の制定１件、条例の一部改正６件及び人事案件１６件の計２６件であ

ります。 

 

議案第１号 市長の専決処分事項承認については、専決第９号 令和２年度矢板

市一般会計補正予算（第３号）であります。 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源とする諸事業の経費で、歳

入歳出にそれぞれ１億１，２９０万円を追加計上し、予算総額を１６８億１，５４０

万円に補正したものであります。 

まず、歳出についてご説明申し上げますと、総務費のシティプロモーション費及

び企画調整費、衛生費の保健総務費、商工費の商業振興費及び観光費並びに消防費

の防災活動推進事業に係る経費を追加計上いたしました。 

これらに係る財源につきましては、国庫支出金及び繰入金を追加計上いたしまし

た。 

緊急執行を要し、議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであったので、

法の定めるところにより専決処分をいたしました。 

 

 

             参 考  地方自治法（抜すい） 

    （専決処分） 

第１７９条 普通地方公共団体の議会が成立しないとき、第１１３条ただし書の場 

合においてなお会議を開くことができないとき、普通地方公共団体の長において 

議会の議決すべき事件について特に緊急を要するため議会を招集する時間的余裕 

がないことが明らかであると認めるとき、又は議会において議決すべき事件を議 
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決しないときは、当該普通地方公共団体の長は、その議決すべき事件を処分する 

ことができる。以下省略 

２ 省略 

３ 前２項の規定による処置については、普通地方公共団体の長は、次の会議にお 

いてこれを議会に報告し、その承認を求めなければならない。 

   ４ 省略 

 

 

議案第２号 令和２年度矢板市一般会計補正予算（第４号）については、歳入歳

出にそれぞれ３億２，５１０万円を追加計上し、予算総額を１７１億４，０５０万

円に補正しようとするものであります。 

以下、その概要につきまして、歳出からご説明申し上げます。 

総務費におきましては、企画調整費及び戸籍住民基本台帳事務費に係る経費を追

加計上いたしました。 

民生費におきましては、障がい者福祉対策事業、児童福祉援護事業、児童福祉対

策事業及び児童手当等給付費に係る経費を追加計上いたしました。 

衛生費におきましては、保健事業に係る経費を追加計上いたしました。 

商工費におきましては、商業振興費に係る経費を追加計上いたしました。 

土木費におきましては、土木総務管理費に係る経費を追加計上いたしました。 

教育費におきましては、小中学校保健安全給食事業、小中学校教育振興費、社会

教育振興費及び体育施設整備事業を追加計上いたしました。 

以上が歳出補正予算の概要でありますが、これらに係る財源につきましては、分

担金及び負担金、国庫支出金、繰入金、諸収入、市債及び法人事業税交付金を追加

計上いたしました。 

 あわせまして、債務負担行為及び地方債につきましても、所要の補正をしようと

するものであります。 

 

議案第３号 令和２年度矢板市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につい

ては、歳入歳出にそれぞれ２５０万円を追加計上し、予算総額を３７億 

９，７４０万円に補正しようとするものであります。 
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歳入には、県支出金を追加計上いたしまして、歳出には、保険給付費を追加計上

いたしました。 

 

議案第４号 矢板市長等の給料の特例に関する条例の制定については、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大による本市の深刻な状況を踏まえ、令和２年７月から令和

３年３月までの間、市長、副市長及び教育長の給料の削減を行うため、新たに条例

を制定するものであります。 

 

議案第５号 矢板市市税条例等の一部改正について及び議案第７号 矢板市国民

健康保険税条例の一部改正については、地方税法等の一部を改正する法律等が公布

されたことに伴い、所要の整備を行うため、それぞれ条例の一部を改正するもので

あります。 

 

議案第６号 矢板市都市計画税条例の一部改正については、課税区域の明確化等

を行うため、条例の一部を改正するものであります。 

 

議案第８号 矢板市災害弔慰金の支給等に関する条例及び特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正については、災害弔慰金の支

給等に関する法律の一部が改正されたことに伴い、所要の整備を行うため、条例の一

部を改正するものであります。 

 

議案第９号 矢板市後期高齢者医療に関する条例の一部改正については、新型コ

ロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金の支給等に関する申請

受付業務を行うことに伴い、所要の整備を行うため、条例の一部を改正するもので

あります。 
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議案第１０号 矢板市国民健康保険条例の一部改正については、新型コロナウイ

ルス感染症に感染した被保険者に係る傷病手当金の支給に関する特例を設けるため、

条例の一部を改正するものであります。 

 

議案第１１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについては、

本市人権擁護委員であります和氣ちか氏が、令和２年９月３０日をもって任期が満了

となりますが、後任の委員に同氏を再任することを最も適当と認め、その推薦について、

法の定めるところにより、議会の意見を求めるものであります。 

 

 

参 考  人権擁護委員法（抜すい） 

（委員の推薦及び委嘱） 

第６条 人権擁護委員は、法務大臣が委嘱する。 

   ２ 省略 

３ 市町村長は、法務大臣に対し、当該市町村の議会の議員の選挙権を有する住民 

で、人格識見高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある社会事 

業家、教育者、報道新聞の業務に携わる者等及び弁護士会その他婦人、労働者、 

青年等の団体であつて直接間接に人権の擁護を目的とし、又はこれを支持する団 

体の構成員の中から、その市町村の議会の意見を聞いて、人権擁護委員の候補者 

を推薦しなければならない。 

以下省略 

 

 

議案第１２号から議案第２６号までの、農業委員会委員の任命同意については、

本市農業委員会委員が、令和２年７月１９日をもって任期が満了となりますので、 

後任の委員に、矢板市 、揚石明氏、矢板市 、 

石塚英好氏、矢板市 、佐藤栄一氏、矢板市 、

阿久津正一氏、矢板市 、佐藤喜久男氏、矢板市 、 

福田一紀氏、矢板市 、大野文子氏、矢板市 、 
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篠木薫氏、矢板市 、君島道夫氏、矢板市 、 

渡辺正明氏、矢板市 、町野位夫氏、矢板市 、 

渡邉晴夫氏、矢板市 、福田英一氏、矢板市 、 

渡邊浩正氏、矢板市 、手塚みち子氏を任命することを最も適当と 

認め、その任命について、法の定めるところにより、議会の同意を求めるものであ

ります。 

 

 

参 考  農業委員会等に関する法律（抜すい） 

（委員の任命） 

第８条 委員は、農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する 

事項その他の農業委員会の所掌に属する事項に関しその職務を適切に行うことが 

できる者のうちから、市町村長が、議会の同意を得て、任命する。 

以下省略 

 

 

以上が、本定例会に提出いたしました議案の概要であります。 

何とぞ慎重ご審議のうえ、議決されますようお願いいたします。 
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